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高
齢
化
率
の
推
移
と
認
定
状
況

　

徳
島
市
の
高
齢
化
率
は
、
介
護
保

険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
12
年

４
月
に
は
、
17
・
７
％
で
し
た
が
、

平
成
22
年
３
月
に
は
、
23
・
３
％
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
認
定
率
は
、

12
・
６
％
か
ら
23
・
１
％
に
上
昇
し

て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
平
均
（
16
・

８
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

（
表
１
参
照
）。

こ
と
な
ど
の
影
響
で
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
給
付
費
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
一
方

で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
給
付
費
は
毎
年

増
加
を
続
け
て
い
ま

す
。

※
本
市
で
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
を

確
認
し
て
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
年
４
回
「
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
定
期

的
に
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
老
化
に

よ
る
現
象
を
防
ぎ
、
元
気
な
高
齢
者

を
増
や
す
た
め
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
徳
島
大
学
と
協
働
し
、「
元
気

高
齢
者
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

地
域
で
運
動
教
室
を
開
催

　

体
は
動
か
さ
な
い
と
次
第
に
筋

力
が
低
下
し
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
運
動
す
る
こ
と
で
筋
肉
や
骨

の
衰
え
を
防
ぎ
、
転
倒
予
防
や
活
動

の
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

元
気
高
齢
者
づ
く
り
事
業
で
は
、

市
内
の
各
地
区
で
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
運
営
主
体
と
な
り
、
週
１
回
程

度
、
高
齢
者
を
対
象
に
チ
ュ
ー
ブ
・

軽
量
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
た
運
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
測
定
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
１
回
の
徳
島
大
学
に
よ

る
体
力
測
定
で
は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
・
柔
軟
性
の
能
力
の
測
定
を
始
め
、

寝
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
る
ま
で
の

動
作
に
要
し
た
時
間
を
計
る
生
活
体

力
テ
ス
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
積

極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
の
健
康
状

態
の
把
握
や
体
力
向
上
に
努
め
ま

し
ょ
う
（
右
表
参
照
）。

　

介
護
予
防
は
、
日
ご
ろ
か
ら
で
き

る
だ
け
歩
く
な
ど
運
動
機
能
（
体

力
・
筋
力
）
を
高
め
る
こ
と
に
加
え
、

次
の
よ
う
な
心
掛
け
や
取
り
組
み
も

非
常
に
重
要
で
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
食
欲
の
減
退

や
消
化
・
吸
収
力
の
低
下
な
ど
に
よ

り
低
栄
養
に
な
り
や
す
い
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

■
出
か
け
る
習
慣
を
つ
け
る

　

閉
じ
こ
も
り
な
生
活
が
続
く
と
、

心
身
の
機
能
が
衰
え
、
寝
た
き
り
や

認
知
症
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
趣
味
や
地
域
の
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
運
動

を
習
慣
に
し
て
老
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
自
分
の
健
康
に
目
を
向
け
元
気

な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈介
護
・
な
が
い
き

課
☎（
６
２
１
）５
１
７
６・５
５
８
７

増
え
続
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の　
　

利
用
者
数

　

高
齢
化
・
認
定
率
の
上
昇
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
も
こ
の

10
年
間
で
、月
平
均
５
２
７
０
人
か

ら
１
万
１
２
２
２
人
へ
と
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

給
付
額
も
平
成
12
年
度
は
約
94
億

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
21
年
度

に
は
約
１
６
７
億
円
に
増
加
し
て
い

ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

内
訳
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
施
設

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
お
け
る
食
費
や

居
住
費
が
、
利
用
者
負
担
と
な
っ
た

▲「元気高齢者づくり事業」運動教室の様子

地 区 日　時 開催場所
内　町 月曜・木曜（9：30～11：30） 内町公民館
新　町 月曜(9：30～11：30) 新町公民館
西富田 木曜（13：30～15：30） 西富田コミュニティセンター

東富田 火曜・木曜（10：00～12：00）
※第2・4火曜日休み 徳島市社会福祉センター分館 

昭　和 金曜（10：00～12：00） 昭和コミュニティセンター
渭　東 月曜・木曜（9：30～11：30） 住吉・城東コミュニティセンター
渭　北 月曜（13：00～15：00） 渭北コミュニティセンター
佐　古 水曜・金曜（10：00～12：00） 佐古コミュニティセンター

沖　洲 月曜・木曜（①9：30～11：30②13：00～15：00 ） 沖洲コミュニティセンター

津　田 月曜（13：00～15：00） 徳島市勤労者体育館
加茂名 月曜（9：30～11：30） 加茂名コミュニティセンター
八　万 月曜・金曜（9：30～11：30） 八万公民館
勝　占 金曜（13：00～15：00） 勝占東部コミュニティセンター
多家良 木曜（10：00～12：00） 丈六コミュニティセンター
上八万 木曜（13：30～15：30） 上八万コミュニティセンター
不　動 火曜・木曜（9：30～11：30） 不動総合センター
川　内 月曜・木曜（9：30～11：30） 川内公民館
応　神 火曜・金曜（9：30～11：30） 応神コミュニティセンター
国　府 木曜（9：30～11：30） 国府公民館
南井上 火曜・金曜（9：30～11：30） 南井上コミュニティセンター

※利用料は1回300円

　

介
護
予
防
と
は
、介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、心
身
の
衰

え
を
予
防・改
善
す
る
取
り
組
み
で
す
。介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
は
、病
気
に
よ
る
も

の
の
ほ
か
、「
認
知
症
」「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」な
ど
老
化
に
伴
う
も
の
が
多

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
す
た
め
に
、日
ご
ろ
か
ら
運
動
を
心
掛
け
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

徳
島
市
の
介
護
保
険
の

利
用
状
況

　　

〜
毎
日
の
運
動
で
老
化
を
防
ぐ
〜

木津　晴子さん（75歳）
　教室での運動はもちろん、仲間との会
話が楽しくストレス解消につながっていま
す。また、外に出掛けるきっかけにもなって
いるのでこれからも続けていきたいと思
います。

松下　艶子さん（67歳）
　参加して４カ月ですが、インストラクター
の先生がうまく指導してくれるので、約２
時間の運動もあっという間です。先生は、
気軽に体調や健康の相談も受けていた
だけるので、非常に助かっています。

北　清子さん（71歳）
　日ごろから規則正しい生活や運動を身
に付けたいと考えていたところ、地域で開
催していることを知り、参加しました。運動
した日は、体調もよく食事がとてもおいし
いです。

「運動教室」参加者に聞きました

介
護
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う

介
護
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う

元
気
高
齢
者
づ
く
り

事
業
で
体
力
ア
ッ
プ

日
常
生
活
で

介
護
予
防
を
実
践

～元気高齢者づくり事業～

「元気高齢者づくり事業」運動教室

12年4月

12年度 15年度 17年度 19年度 21年度

14年3月 16年3月 18年3月 20年3月 22年3月

12.6

10.1

12.9

15.7 16.7 16.4 16.8

19.7
18.8

％
■表１　高齢化率の推移と認定状況

■表２　介護サービスの月平均利用者と給付額
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

2第 8 4 1号　平成 2 2 年 1 0月1 5日広　報

　消防法および徳島市火災予防条例により、住宅用火災警報器の設置がすべての住宅に
義務付けられています。
　実際に市内でも、火災時に住宅用火災警報器が作動したため、逃げ遅れることなく命
が助かった例があります。
　既存住宅の設置猶予期限は、平成23年５月31日までとなっていますが、火災から大
切な命や財産を守るためにも、住宅用火災警報器を早期
に設置しましょう。
［設置する場所］寝室として使用している部屋、寝室に続
く階段など。詳しくは、最寄りの消防署まで。
［設置する製品］煙感知式タイプのもの。購入の目安とし
て、「鑑定マーク（ＮＳマーク）」が付いているもの
を選びましょう。
［注意］▷不適切な価格、無理強い販売など悪質な訪問販売に注意しましょう▷消防職員
が販売したり、販売を業者に委託することはありません
[問い合わせ先]消防局予防課（☎656－1193）

　

徳
島
市
で
は
、
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た

め
、
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
源
ご
み
の
う
ち
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
に
つ
い
て
は
、

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
出
さ
れ
て

い
た
り
、
異
物
や
危
険
物
が
混

ざ
っ
て
い
た
り
、
出
し
方
の

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご

み
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
再
生
工
場
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
の
で
、
資
源
ご
み
の
出

し
方
の
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、

分
別
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

▼
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す

※
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
日
に

出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の

中
を
水
洗

い
す
る

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

の
出
し
方

▼
中
身
を
使
い
切
る

▼
キ
ャ
ッ

プ
や
ふ
た

は
外
す

※
金
属
製

の
ふ
た
は
、

燃
や
せ
な

い
ご
み
の
日
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ふ
た
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
汚
れ
て
い
る
も
の
は
水
洗
い

す
る

※
汚
れ
が
ひ

ど
い
も
の
は

収
集
で
き
ま

せ
ん
。

◆
二
重
袋
で
出
さ
な
い　

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
二
重

袋
（
レ
ジ
袋
な
ど
小
袋
に
入
れ

た
プ
ラ
を
い
く
つ
か
ま
と
め
て

大
き
な
ご
み
袋
に
入
れ
る
こ

と
）
に
し

な
い
で
く

だ
さ
い
。

二
重
袋
に

す
る
と
、

内
側
の
袋

が
機
械
で

破
れ
な
い

た
め
、
手

作
業
で
袋

を
破
ら
な

け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

選
別
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
も
、
二
重
袋
で
出
さ

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境
課

☎
（
６
２
１
）
５
２
０
２

　

10
月
診
療
分

か
ら
、
母
子
家

庭
へ
の
医
療
費

助
成
に
加
え
、

「
父
子
家
庭
の

父
」、「
そ
の
父

に
扶
養
さ
れ
て

い
る
児
童
」
な

ど
に
対
し
て
も
、

保
険
医
療
の
自

己
負
担
分
を
助

成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
入
院
に

限
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
受
給

者
証
の
申
請
手

続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

﹇
新
た
に
対
象
と
な
る
人
﹈18
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
子

家
庭
の
父
、
そ
の
父
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
児
童
な
ど
（
所
得
制

限
あ
り
）

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈▽
健
康

保
険
証
▽
印
鑑
（
朱
肉
使
用
）

▽
父
母
な
ど
の
戸
籍
謄
本
（
離

婚
な
ど
の
確
認
の
た
め
）
▽
所

得
証
明
書
（
必
要
な
人
の
み
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈子
育
て
支
援

課
☎（
６
２
１
）５
５
６
４

　

広
域
で
の
文

化
振
興
を
図
る

た
め
、徳
島
東

部
地
域
12
市
町

村
の
小
学
生
を

対
象
に
夏
休
み

期
間
中
に
募
集

し
た
俳
句
作
品

の
表
彰
式
と
展

示
を
行
い
ま
す
。

入
選
作
品
は

徳
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

　

表
彰
式
と
展

示
は
12
市
町
村

が
持
ち
回
り
で

開
催
し
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住宅用火災警報器の早期設置を！

「子育て文化都市とくしま」を創ろう！ 事業
～子育て文化フォーラムを開催～

　徳島市では、昨年「徳島市子育ての文化を創造するための社会の役割に関する条例」
を制定しました。この条例を広く市民の皆さんに知っていただくため、市と市民団体との
協働事業のひとつとして、子育て文化フォーラムを開催します。
［日時］11月７日㈰　13：30～16：00
［場所］ふれあい健康館　１階ホール
［内容］▷基調講演：「いま　子育て・教育の基本を考える～地
球時代、子どもの発達・子どもの権利の視点から～」。講師は、
堀尾輝久さん（東京大学名誉教授）▷シンポジウム：「徳島で
の子育て」
［参加費］無料　　［定員］200人（先着）
※託児あり（事前申し込みが必要）
［問い合わせ先］クリネット徳島（☎669－2776）、子育て支援課（☎621－5192）

　往復10㎞の車
通勤を自転車通勤
に変えると、１年間
でCO2を430㎏削
減できます。
　これは、スギの
木約30本を植樹
するのと同じ効
果があります。

問環境保全課（☎621-5213)

ニ
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璃
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の
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村
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▲第２回東とくしま小学生俳句大会表彰式の
　様子（小松島市ミリカホール）

協働支援事業

第３回
東とくしま小学生俳句大会表彰と展示

[譲ります］（品名、使用年数）
▷マッサージ器、10年、無償▷シングルベッ
ド用マットレス、６カ月、無償▷４人用食卓
テーブル、６年、無償▷籐製３段飾り棚、15
年、無償▷女子幼児用自転車、４年、無償▷
ボンボンベッド、３年、1,000円
［譲ってください]▷ショッピングカート▷
ペットケージ▷子機付電話機▷卓上ミシン
申はがきに希望の品(１人１品目)・住所・
名前・電話番号を記入し、10月22日㈮ま
でに消費生活センター(〒770-0834　
元町１）へ。同23日㈯に抽選し、当選者に
連絡します。掲載品以外で譲ってほしいも
の、譲りたいものがある人はお電話くださ
い。
問消費生活センター（☎625－2326　火
曜日・祝日は休み）

不用品活用
【11月の行事】 　☎657ー0065

いずれも参加無料　※印は要申し込み 
　　　　　　　　　★印は当日先着30人

◆子育てセミナー 
「楽しい童謡タイム」 
　日時　11月17日㈬10：30～11：10 
　場所　親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
　講師　藤本　孝さん・恵子さん
　対象　就学前の子どもとその保護者
◆親子教室 
　対象：就学前の子どもとその保護者

日　　時 内　　　容
 毎日 10:30～11:00 　　 14:30～15:00 絵本の読み聞かせ

2日㈫ 10:30～11:20 「作って遊ぼう」★
12日㈮10:30～11:20 「ふれあい遊び」

17日㈬10:30～15:00 子育てカウンセリング※　　臨床心理士　森　隆子さん
26日㈮10:30～11:20 お誕生パーティー※（11月生まれ）

親子ふれあいプラザ
（ふれあい健康館1階）

開館時間は9：00～18：00（日・祝は16：00まで）月曜日は休館

ＣＯ２を減らしてストップ温暖化
～エコライフメニュー㉔～

車通勤を自転車通勤に
変えてみませんか？

　徳島市コミュニティ連絡協議会では、住民の
ふれあいの場をつくり、コミュニティ活動を活
発にしていくことを目的に、徳島市コミュニ
ティまつりを開催します。
【とき】10月31日㈰9：20～15：45
【ところ】西富田コミュニティセンター（弓町１
丁目17)ほか　※臨時駐車場あり
【内容】▷開会式（10：00～10：30)▷活動紹介パ
ネル展（10：30～15：00)▷演芸発表会（10：30
～15：00）▷軽食販売（11：00～13：30）▷閉会
式（15：00～15：15）▷抽選会（閉会式終了後）
▶ウオーキング（9：20～11：10）＜こども交通
公園＞▶フロアカーリング（10：50～12：20）
＜新町小学校体育館＞▶いきいきサロン体験
（13：20～14：40）＜西富田・新町児童館＞
問徳島市コミュニティ連絡協議会事務局（市民
協働課内　☎621－5510)、西富田コミュニ
ティ協議会（☎652－8547)

徳島市コミュニティまつり

父子家庭への
　　医療費助成が始まりました
父子家庭への
　　医療費助成が始まりました
父子家庭への
　　医療費助成が始まりました

〜
資
源
ご
み
の
出
し
方
〜

〜
資
源
ご
み
の
出
し
方
〜

再
確
認
を
！
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徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒770-8571　徳島市役所○○課」で届きます。　電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（☎621-5111）へ。

申…お申し込み方法　問…お問い合わせ先

ポリオ予防接種を実施

平成22年度市立保育所の臨時保育士
　市立保育所に勤務する臨時保育士を若干
名募集。応募資格は、保育士証を持つ人で、
採用は随時。日給は7，550円。
申履歴書を持って、保育課（市役所南館２
階　☎621－5195)へ。

とくしま植物園の各教室
　対象は、市内在住・在勤・在学の人。
★ハンギングバスケット教室＝11月14日㈰10：30
～12：00。内容は「秋のハンギングバスケット」。
定員は20人（抽選）。参加費2，000円。
★ドライフラワーアレンジ教室＝11月21日㈰
10：00～12：00。内容は「クリスマスリース」。
定員は10人（抽選）。参加費1，500円。
申はがきに、教室名、住所、名前、年齢、電話
番号を記入し、10月25日㈪（必着）までに、と
くしま植物園緑の相談所（〒771－4267　渋
野町入道45－１　☎636－3131）へ。徳島市
ホームページ「電子申請」からも申し込み可。

10月の健康教室「健診結果を見てみよう！」
　10月28日㈭19：00～20：30、29日㈮13：30
～15：00（いずれか１日）。保健センター会議室
（ふれあい健康館３階）〈沖浜東２〉で。内容は、
保健師・栄養士による健康教室。対象は市民。
定員は各30人(先着）。準備物は筆記用具・健
診結果、血液検査結果など。受講は無料。
申保健センター（☎656－0534）へ。

10月の運動教室「筋力アップトレーニング」
　10月29日㈮9：30～10：30（65歳以上の
市民）、11：00～12：00（64歳以下の市民）。
保健センター元気回復室（ふれあい健康館２
階）で。内容は、健康運動指導士による運動
教室。対象は市民（ただし、９月の健康教室参
加者は除く）。定員は各20人（先着）。準備物
は運動しやすい服、上靴、タオル、水分補給の
水など。受講は無料。
申保健センター（☎656－0534）へ。

10月のヘルスアップ相談～高血圧ウイーク～
　10月25日㈪～29日㈮13：00～15：00。
保健センター健康相談室（ふれあい健康館
２階）で。内容は、高血圧についての保健
師・栄養士による健康相談。１人40分程度。
対象は市民。定員は各日３人（先着・要予約）。
準備物は筆記用具、健診結果、血液検査結
果など。
申保健センター（☎656－0534）へ。

コミュニティビジネスセミナー
　10月30日㈯14：00～16：00。まちなか
キャンパス（東新町１　ＶＥＥビル３階）で。
対象は、コミュニティビジネスに関心があ
り、起業を考えている人。内容は、セミナー

「わたしが野菜提案事業をはじめたわけ」で、
講師は、コミュニティビジネスを起業した
小野邦彦さん。参加は無料。定員は20人（先
着）。
申住所、名前、電話番号を、電話またはファ
クスで商工労政課（☎621－5225　℻  621
－5196）へ。

とくしま市民遺産をたずねて
　11月３日㈷９：00～16：00。二軒屋駅に集
合。内容は「八多の五滝、阿波人形浄瑠璃
芝居（犬飼農村舞台）」などの「とくしま市民
遺産」を見学するイベント。定員は16人（先
着）。参加費800円（交通費・保険料）。準
備物は運動しやすい服、靴、弁当。なお、
午前のみと全日の２グループあり。
申八万町各種団体連絡協議会（☎668－
8191）へ。

ガラスワークショップ短期講座
　10月31日㈰9：30～16：00。徳島ガラスス
タジオ（勝占町中須）で。内容は「デコレー
ションフォトフレームの制作」。対象は18歳
以上の人。定員は15人（先着）。受講料は
2，500円（市外在住者は2，720円）。
申10月15日㈮10：00～徳島ガラススタジ
オ（☎669－1195）へ。

ガラス工芸体験観光
　11月７日㈰。徳島ガラススタジオで。▷吹
きガラス体験＝9：30～11：45、対象は15歳
以上（ただし中学生を除く）、参加費2，500円。
10月20日㈬10：00～電話で受け付け。定員
６人（先着）▷サンドブラスト体験＝13：00～
17：00、対象は小学生以上、参加費1，000円
～1，500円。
申徳島ガラススタジオ（☎669－1195）へ。

要約筆記奉仕員養成講座
　10月30日㈯～12月７日㈫の毎週火曜日・
土曜日13：30～16：30（全11回）。ふれあい
健康館で。対象は、市内在住・在勤・在学の人。
定員は30人(先着）。受講は無料。
申社会福祉協議会（☎625－4356)へ。

ふれあい健康館市民公開講座
　10月23日㈯10：30～11：30。ふれあい
健康館２階第２会議室で。「おばあちゃん
の知恵袋」と題して、医食同源（薬食同源）
について、橋本敏弘さん（徳島文理大学教
授）が講演。入場無料。定員は80人（先着）。
申直接または電話で、ふれあい健康館
（☎657－0190)へ。

子どもかるた教室
　11月13日㈯・20日㈯・12月４日㈯の各日
13：00～16：00。徳島城博物館で。県かる
た協会の有段者による百人一首かるた教室。
対象は小学校４～６年生。受講は無料。
申11月11日㈭までに、３人１組で、名前・
学校名・学年・電話番号を、はがきまたは
ファクスで徳島城博物館（〒770－0851　
徳島町城内１ー８　☎656－2525　℻  656
－2466）へ。

菊花展
　11月14日㈰までの9：00～17：00（入園
は16：30まで、月曜休園）。旧徳島城表御
殿庭園（徳島中央公園内）で。立菊・だるま・
福助など愛好家が作り上げた約150鉢を展
示。10月31日㈰9：30から、先着100人に
小菊鉢を無料配布（9：00から整理券配布）。
入園料は大人50円、子ども30円。
問公園緑地課（☎621－5295）

ニュースポーツのつどい
　10月23日㈯9：00～12：00。新町小学校
（東山手町）体育館・グラウンドで。種目は
ペタンクとカローリング。対象は市民。カ
ローリング参加者は体育館シューズのご準
備を。直接会場へ。
問スポーツ振興課（☎621－5427)

図書館まつり
　市立図書館で。▷10月29日㈮・31日㈰・
11月１日㈪・３日㈷・４日㈭・５日㈮・７日㈰
の各10：30～11：00＝おはなしで７日間世界
一周▷11月７日㈰14：00～14：30＝楽しいお
はなし会「原田一美作、十六地蔵物語を朗
読」▷10月27日㈬～11月８日㈪＝幕末に活躍
した阿波の人物と徳島の児童文学者を特集
した展示会。
問市立図書館（☎654－4421)

犬飼農村舞台「阿波人形浄瑠璃公演」
　11月３日㈷11：00～（雨天決行）。犬飼
農村舞台（八多町　五王神社境内）で。演目
は、勝浦座による「式三番叟」「傾城阿波の
鳴門」「生写朝顔日記」「絵本太功記」、犬飼
農村舞台保存会による「襖（ふすま）からく
り　段返し千畳敷」。
問社会教育課（☎621－5419)

市民健康セミナー
　11月１日㈪13：30～15：00。ふれあい
健康館第２会議室で。内容は「これからの
健康づくりの視点～いつまでも元気である
ために～」。対象は市民・介護事業所職員。
定員は70人（先着）。
問徳島ＹＭＣＡ（☎626－0035）、介護・なが
いき課（☎621－5176）

漁調選挙人名簿の縦覧
　平成22年の徳島海区漁業調整委員会委
員の選挙人名簿を10月20日㈬～11月3日㈷
選挙管理委員会事務局（市役所９階）で縦覧。
問選挙管理委員会事務局（☎621－5373)

大規模な土地取引は届け出を
　大規模な土地取引（市街化区域＝2,000
平方㍍以上、市街化調整区域＝5,000平方
㍍以上）の権利取得者（売買の場合は買い

主）は、契約締結日から２週間以内に届け
出が必要。届け出をしないと法律で罰せら
れます。必要書類は①届出書②土地取引の
契約書またはこれに代わる書類③縮尺５万
分の１以上の位置図④住宅案内図⑤公図の
写し⑥そのほか必要に応じて委任状──な
ど。
問都市政策課（市役所４階 ☎621－5265)

就学時の健康診断を実施
　市内各小学校で健康診断を実施中。対象
は平成23年４月に小学校へ入学予定の子
ども。対象者には事前に案内を通知。なお、
健診最終日は12月２日㈭。
問スポーツ振興課（☎621－5427)

麻しん風しんの予防接種
　混合ワクチンで２回接種。１期対象は、生後
12カ月～24カ月未満。２期対象は、小学校入
学前年度。また、平成20年度から５年間の時
限措置として、3期（中学１年生相当）と、4期
（高校３年生相当）の人も２回目の接種対象
に。２・３・４期の対象で未接種の人は、公費負
担での無料接種が平成23年３月31日までと
なるため、早めに接種を。ただし、麻しん・風し
ん両方にかかったことがある人は対象外。
問保健センター（☎656－0540)

特定健康診査を忘れずに
　実施期間は10月31日㈰まで。対象は、徳島
市国民健康保険加入者で、昭和11年４月１日
～昭和46年３月31日生まれの人。平成22年８
月末までの加入者には受診券を送付済み。実
施場所は、受診券に同封の医療機関一覧表を
参照。自己負担金は、1，000円。生活習慣病予
防のため、年に１回の特定健診の受診を。
問保険年金課（☎621－5159)

１日合同行政相談所
　10月22日㈮10：30～15：00。シビックセ
ンター５階ギャラリーで。行政機関や弁護士、
司法書士などの法律の専門家、行政相談委
員などによる無料相談を実施。秘密厳守。
問徳島行政評価事務所行政相談課（☎654
－1531)、なんでも相談市民センター（☎
621－5200)

水道事業に関するアンケート調査にご協力を
　水道局では、今後の水道事業運営の参考
とするため、市民の皆さんへのアンケート調
査を実施。10月下旬に市内在住の1，000人
（無作為抽出）を対象に、調査票を送付する
ので、ご協力を。
問水道局経営企画課（☎623－2419)

　　徳島ヴォルティス　　
ホームゲームスケジュール

　

　企画調整課（☎621－5085）問

　保健センター母子保健ルーム（ふれあい健康
館内）で。対象は生後３カ月～90カ月未満で、
２回投与を受けていない乳幼児。接種は無料。

★ポリオワクチンの追加接種をお勧めします
　昭和50～52年生まれの人は、ポリオの免疫を
保有している割合が低いため、▷ポリオウイルス
が根絶されていない国に渡航する▷子どもがポ
リオワクチンを接種する──などの場合はポリオ
ワクチンの再接種をお勧めしています。接種は、
徳島赤十字病院小児科（☎0885－32－2555）
で実施（予約が必要）。任意接種のため有料。
[問い合わせ先]保健センター（☎656－0540)

[対象]18歳以上の市内在住・在勤・在学の人
[受講料]▷全６回＝3，000円▷全８回＝4，000円
[申し込み方法]10月18日㈪～30日㈯（火曜日
を除く）の9：00～17：00に、直接または電話で
中央公民館５階事務室（☎625－1900）へ。
[選考方法など]先着順で受け付け。電話申し込
みの人は１週間以内に受講料の納付に来てく
ださい。受講希望者が少ない講座は中止するこ
とがあります。

実施日 生まれ月 実施日 生まれ月

11/1㈪ ３　月 11/9㈫ 10～11月

11/2㈫ ４～５月 11/10㈬ 12～１月

11/4㈭ ６～７月 11/11㈭ ２　月

11/5㈮ ８～９月 受付時間13：00～14：00

※都合が悪い場合は日程の中で変更してください

10／17（日） 19：00～ ロアッソ熊本
10／31（日） 16：00～ アビスパ福岡
会場：鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム

[申し込み方法]はがき（１
枚につき１講座）に希望
の講座名、住所、名前（ふ
りがな）、性別、年齢、電話
番号を記入し、講座開講
日の７日前まで（必着）に、
ふれあい健康館（〒770-
8053 沖浜東２－16　☎
657－0194）へ。徳島市
ホームページ「電子申請」
からも申し込み可。応募
多数の場合は抽選。受講
希望者が少ない講座は中
止することもあります。

講座受講生募集講座受講生募集
ふれあい健康館 日　　時 講座名 定員、受講料、準備物など

11/3㈷
10：00～11：30

Let's enjoy
リトミック

子どもとその保護者30
組。受講料500円。材
料費200円。のり、はさみ。

11/9㈫
13：30～16：00 草木染

30人。受講料500円。
材料費1，000円。染色
用手袋、新聞紙、タオル、
エプロン。

11/10㈬
13：30～15：00

阿波の民謡「だま
し合いなら狸が
上手」

25人。受講料500円。
材料費300円程度。筆
記用具。

11/17㈬
10：00～12：00

身近なくらしの
法律知識

60人。受講無料。
テーマ「公証制度と遺言」

11/17㈬・12/1㈬
13：00～16：00

陶芸で来年の干
支（えと）作り

20人（２日間とも受講で
きる人）。受講料1，000円。
材料費1，000円。エプ
ロン、新聞紙、ふきん。

11/22㈪
19：00～20：00 中国語入門 20人。受講料500円。

筆記用具。

11/24㈬
13：30～15：00

やさしい朗読
「伊豆の踊子」①

25人。受講料500円。
材料費300円程度。筆
記用具。

11/24㈬
19：00～20：00 中国語初級 20人。受講料500円。

筆記用具。
11/24㈬
20：00～21：00 中国語中級 20人。受講料500円。

筆記用具。

秋のチャレンジ市民講座
受講生募集！

講 座 名 曜日 時　間 定員
（先着）

材料費、講座開
始日、回数など

骨盤ストレッチ 水 10：00～12：00 20 11/10から８回

南京玉すだれ入門 水 13：30～15：30 15 11/17から８回

コメ粉料理教室 水 13：30～16：00 20 11/10から６回
材料費3，000円

やさしい絵手紙 水 18：00～20：00 20 11/17から8回
教材費600円

雑穀料理教室 水 18：30～20：30 20 11/10から隔週で８回
材料費8,000円

ハングル講座
ビギナーズ 土 13：30～15：30 20 11/6から８回

教材費実費

中央
公民館
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徳
島
市
は
、

11
月
か
ら
毎
月

２
回
（
５
日
・

20
日
）、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を

発
行
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
事
前

に
登
録
さ
れ
た

パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
、

市
政
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報

を
無
料
で
配
信

す
る
も
の
で
、

内
容
を
選
択
し

て
受
信
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆

さ
ん
の
登
録
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
内
容
は
、

次
の
５
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
す
。

配
信
を
希
望
す

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
く
ら
し
の
情
報
（
毎
月
２
回
）
＝

市
政
や
税
、
消
費
生
活
な
ど

▼
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
毎
月
２
回
）
＝

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
（
徳

島
東
部
地
域
イ
ベ
ン
ト
も
随
時
掲
載
）

▼
子
育
て
情
報
（
毎
月
２
回
）
＝
子

育
て
や
育
児
に
関
す
る
支
援
制
度
、

育
児
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼
季
節
の
健
康
情
報
（
毎
月
１
回
）

＝
生
活
習
慣
病
予
防
の
知
識
、
検
診
、

健
康
講
座
な
ど

▼
市
民
の
ひ
ろ
ば
（
毎
月
２
回
）
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
な
ど
が
開
催
す

る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
情
報

【
登
録
方
法
】

◆
パ
ソ
コ
ン
で
受
信

①
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
徳
島

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
を
ク
リ
ッ
ク

②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
申
し
込
み

か
ら
「
パ
ソ
コ
ン
用
」
を
選
択
③
希

望
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
配
信
先
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

◆
携
帯
で
受
信

〈
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
〉①
徳
島
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
徳
島
市
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
」を
ク
リ
ッ
ク
②
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
配
信
申
し
込
み
か
ら「
携
帯

用
」を
選
択
③
希
望
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
配
信
先
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

〈
携
帯
か
ら
登
録
〉①
携
帯
用
徳
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
徳
島
市

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」を
ク
リ
ッ
ク（
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

利
用
可
）
②
③
は

〈
パ
ソ
コ
ン
か
ら

登
録
〉と
同
じ

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈広
報
広
聴
課

☎（
６
２
１
）５
０
９
１

　

尾
張
の
土
豪
か
ら
天
下
人
・
豊
臣

秀
吉
に
仕
え
、徳
川
の
時
代
に
な
っ
て

阿
波
・
淡
路
両
国
25
万
石
の
大
大
名

に
成
長
し
た
蜂
須
賀
家
。今
回
の
特

別
展
で
は
、そ
の
礎
を
築
い
た
三
代

の
当
主
、家
祖
正
勝
・
藩
祖
家
政
・
初

代
藩
主
至
鎮
に
焦
点
を
当
て
、天
下

人
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
と
の
関
係

や
阿
波
の
国
づ
く
り
の
様
子
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
ま
す
。

﹇
と
き
﹈10
月
23
日
㈯
〜
11
月
28
日
㈰

﹇
主
な
展
示
作
品
﹈▽
国
指
定
重
要
文

化
財「
蜂
須
賀
家
政
書
状
」▽
同「
御

覚
書
」▽
県
指
定
文
化
財「
柳
橋
水
車

図
屏
風
」▽
同「
南
蛮
兜　

徳
川
家
康

所
用
」な
ど

﹇
展
示
解
説
﹈10
月
30
日
㈯
・

11
月
14
日
㈰
14
時
〜
15
時

  

記
念
講
演
会

﹇
内
容
﹈「
近
世
大
名
家
の
誕

生
〜
徳
川
家
康・秀
忠
に
よ
る

婚
姻
政
策
〜
」＝
講
師・福
田

千
鶴
さ
ん（
九
州
産
業
大
学
教
授
）

﹇
と
き
﹈11
月
13
日
㈯
13
時
30
分
〜

15
時

  

阿
波
セ
ミ
ナ
ー

﹇
日
程・内
容
﹈左
表
の
と
お
り

  
そ
の
ほ
か
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
貝
合
わ
せ
創
作
教
室

﹇
と
き
﹈10
月
30
日
㈯
13
時
〜
16
時

30
分

﹇
定
員
﹈30
人（
先
着
）

﹇
参
加
費
﹈大
人
１
０
０
０
円
、小
中

学
生
５
０
０
円（
入
館
料
込
み
）

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈電
話
で
受
け
付
け

◆
徳
島
れ
き
し
博
士　

ク
イ
ズ・
ラ

リ
ー

﹇
と
き
﹈11
月
３
日
㈷
９
時
30
分
〜
正

午﹇
定
員
﹈１
０
０
人（
先
着
）

﹇
内
容
﹈楽
し
く
徳
島
の
歴
史
や
文
化

を
学
ぼ
う
！
参
加
賞
や
記
念
品
あ
り

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈電
話
で
受
け
付
け

◆
バ
ス
で
行
く「
阿
波
九
城
巡
り
〜

西
部
編
〜
」

﹇
と
き
﹈11
月
23
日
㈷
８
時
〜
18
時

﹇
定
員
﹈40
人（
抽
選
）

﹇
参
加
費
﹈４
０
０
０
円

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈往
復
は
が
き
に

「
バ
ス
で
行
く
阿
波
九
城
巡
り
参

加
希
望
」
と
明
記
の
上
、住
所
、名

前
、電
話
番
号
を
書
い
て
、11
月
11
日

㈭（
必
着
）ま
で
に
、徳
島
城
博
物
館

（
〒
７
７
０
│
０
８
５
１　

徳
島
町

城
内
１
│
８
）へ
。

﹇
入
館
料
﹈大
人
５
０
０
円
、高
校・大

学
生
３
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料

※
10
月
22
日
㈮
は
、展
示
準
備
の
た

め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
城
博
物
館

☎（
６
５
６
）２
５
２
５

◆友好都市・中国丹東市を訪問
　来年で友好都市提携から20周年を迎える中
国・丹東市を９月22日～ 25日、原市長をはじ
めとする親善訪問団が訪れ、現地で丹東市長ら
と会談するなどして、交流を深めました。
　音楽やダンスなどの英才教育をしている芸術

学校も視察。子ども
たちからは、歓迎の
花束が贈られました。
　市長会談では、来
年度、芸術学校の生
徒ら代表団の徳島市
への派遣や記念モ
ニュメントを交換す
ることなどで合意し
ました。

◆置市121周年記念式典を開催
　徳島市の置市記念式典が10月１
日、市役所13階であり、多くの来
賓を迎え、市民憲章の朗読や市政功
労者の表彰などを行いました。
　原市長は式辞で「功労者の皆さん
の献身的な活動に対し敬意を表し、
感謝します」とあいさつ。長年にわ

たって
市の発
展に貢
献され
た皆さ
んを表
彰しま
した。

▶
初
代
徳
島
藩
主「
蜂
須
賀
至
鎮（
よ
し
し
げ
）

画
像
」
個
人
蔵
、
初
公
開

　花と緑のある生活の大切さ、素晴らしさ
を感じていただくために、緑化フェアを開催
します。
[とき]10月16日㈯・17日㈰10：00～16：00
[ところ]とくしま植物園（渋野町入道）
[内容]▷「水と緑の基金」募金コーナー（募金をしていただいた人に
は花鉢・苗木をプレゼント）＝各日10：00～・先着200人）▷グリーンた
い肥の無料配布＝各日12：30～先着300人）▷花苗・苗木などの展示
即売▷ミニ園芸教室・押し花・ドライフラワー・雑草いけばな教室＝各日
10：30～・参加費300円）▷竹工作でおもちゃを作ろう＝各日10：30
～）▷園芸相談コーナー▷環境に関する展示・エコショップコーナー
▷ネイチャーゲームｉｎ緑化フェア＝16日のみ13：30～・参加費100円
（保険料）▷オカリナコンサート＝16日11：30～▷カントリーバンドミ
ニコンサート＝17日11：00～▷エコヒーロー蒼竜神マヴェルショー＝
17日13：00～・子どもにお菓子プレゼントあり▷松のせん定講習会＝
17日のみ11：00～と13：30～の２回・参加無料）──など※内容は変
更になる場合あり
[問い合わせ先]公園緑地課（☎621－5295)、とくしま植物園緑の相談
所（☎636－3131)

とくしま植物園で緑化フェアを開催

徳島城博物館イベント
■観菊茶会（茶券500円）
[とき]10月24日㈰10：00
～15：00
[実施]表千家同門会徳島
県支部
■能面展
[とき]10月29日㈮～11月３日㈷
[内容]現代日本最高峰といわれる能面師・堀
安右衛門とその弟子・田淵君右衛門の能面の
中から男面を中心に約30点を展示します
※いずれも入館料（大人500円、高校・大学
生300円、中学生以下は無料）が必要です。
[問い合わせ先]徳島城博物館（☎656-2525)

日　時 演　　題 講　　師
11月21日㈰
13：30～15：00

「近世大名蜂須賀家の
成立」

三宅正浩さん（日本学
術振興会特別研究員）

11月27日㈯
13：30～14：30

「蜂須賀三代　正勝・家
政・至鎮～阿波の国づく
り町づくり～」

根津寿夫（同館係長）

11月27日㈯
14：40～16：00

「阿波の塩業と『製塩
図』～阿波の国づくりに
よせて～」

小橋靖さん
（日本塩業研究会会員）

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
意
見

交
換
す
る
わ
が
ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ「
市
長
と
一
緒
に
熱
々
ト
ー
ク
」

が
９
月
30
日
㈭
、
ふ
れ
あ
い
健
康

館
で
開
催
さ
れ
、
今
回
の
テ
ー
マ

「
食
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
」

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
の
は
、
と
く
し

ま
食
育
推
進
研
究
会
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
徳
島
、
子
ど

も
自
然
農
園
「
わ
だ
わ
だ
」
の
３

団
体
か
ら
11
人
。

　

各
団
体
の
活
動
内
容
を
説
明
し

た
後
、「
幼
児
期
に
正
し
い
食
生

活
を
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

継
続
的
な
食
育
が
必
要
」「
最
近
は
、

子
ど
も
を
も
つ
若
い
お
母
さ
ん
も
野

菜
の
扱
い
方
や
料
理
方
法
が
わ
か
ら

な
い
人
が
増
え
て
い
る
。
食
育
は
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
親
も
一
緒
に
で

き
れ
ば
」「
子
ど
も
た
ち
に
土
に
触

れ
る
機
会
を
作
り
、
食
へ
の
関
心
を

深
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
受
け
て
、
原

市
長
は
「
衣
食
住
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
。
そ
の
中
で
も
食
は
最
も

重
要
で
す
。
健
康
で
元
気
な
人
が
住

ん
で
い
る
ま
ち
・
と
く
し
ま
を
目
指

し
て
、
今
日
の
提
言
を
生
か
し
て
、

食
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈広
報
広
聴
課

☎
（
６
２
１
）
５
０
９
１

▲食育について話し合う参加者と市長

登録者を募集します登録者を募集します登録者を募集します登録者を募集します登録者を募集します
テ
ー
マ
は
「
食
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
」

「
市
長
と
一
緒
に
熱
々
ト
ー
ク
」
を
開
催

徳
島
城
博
物
館
特
別
展
を
開
催

城
博
物
館
特
別
展
を
開
催

「
蜂
須
賀
三
代　　
正
勝
・
家
政
・
至
鎮

正
勝
・
家
政
・
至
鎮

　
　
　
　
　
　
　
〜
2525
万
石
の
礎
〜
」

万
石
の
礎
〜
」

「
蜂
須
賀
三
代　
正
勝
・
家
政
・
至
鎮

　
　
　
　
　
　
　
〜
25
万
石
の
礎
〜
」

徳
島
城

徳
島
城

「
蜂
「
蜂
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